
大津市議会議長

　様

大津市議会議員

藤 井 哲 也 印

　次のとおり通告します。

　１　発　言　の　種　別 代 表 質 問 、 質 疑 ・ 一 般 質 問 、 緊 急 質 問 

　２　発　言　内　容

備　　考

1 大津市の少子化対策について (1)

(2)

2
大津市の少子化対策中、「少
産化対策」について

(1)

3
大津市の少子化対策中、「非
婚・晩婚化対策」について

(1)

発　言　通　告　書

分割質問

・第３期実行計画に記載の合計特殊出生率目標「１．４１以上」との整合をはかること
を前提に、すでに「１．４８」で３年連続目標をクリアしている現状を踏まえ、よりア
グレッシブな姿勢を示すべきであると考えるが見解を問う。
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発　言　項　目 細　　　　　　目

園 田 寛

質　問　方　式

分割質問

質　問　内　容　（詳　細　内　容）

・以下に提案する三世代同居型または近居型育児の促進施策を市長の今任期中に実施す
べきと考える。
　一つには、比較的多くの自治体が行っている「三世代同居または近居によって生じる
引っ越しや増改築等への費用助成制度の創設」、二つには「祖父母等の育児協力によ
り、待機児童対象者が保育サービスを受ける必要性がなくなった場合、小額奨励金（地
域振興券交付なども含む）を支給する制度創設」、三つには、本市が行っている家庭的
保育事業で実施している基礎研修等に、祖父母等の参加を可能とし、三世代育児支援の
キッカケを作るというものである。本市の見解を問う。

少子化対策にかける決意と、目標及び推進体制について
・大津市が日本で最も子どもを産み育てやすい地域になるよう、将来的に「大津モデ
ル」と称されるような施策展開を目指すべきである。そこで、あらためて市長に対し少
子化対策に対する決意を伺う。

分割質問

・現時点における分析状況を伺い、また併せて今後どのような調査分析を行っていくの
かを伺う。

近年の「合計特殊出生率」の変化に関する本市の分析につ
いて

子育てと仕事の両立支援について

・「おおつ企業子宝率調査」が実施された。企業のどのような取り組みがどのような効
果（残業削減や、業績向上等）をもたらしたかは、多くの企業経営者や総務担当者が欲
しい情報であろうし、そうした分析が今後なされるのであれば大変有意義と考える。つ
いては現在、集計作業中とは思うが、どのような調査結果だったのか、速報的な内容を
問う。

三世代同居型または近居型育児の促進について

・市長をトップとする推進体制をつくり、本市独自の目標や施策に関する基本方向等を
総合戦略として策定すべきと考えるが、見解を問う。

・祖父母等の育児協力を促進するための三世代同居型または近居型育児の促進につい
て、市長就任後 あらたに行ってきた本市のこれまでの施策とその成果を伺う。



4
大津市の少子化対策中、
経済政策（雇用創出・産
業振興）について

(1)

(2)

5
今後の少子化対策に係る
計画策定について

(1)

6
大津市北部の諸課題につ
いて

(1)

(2)

(3)

(4)

(5) ・今後の活用方針の検討状況を伺う。旧堅田駅西口土地区画整理事業所の跡地利用について

・封じ込めの見込みが立たないのであれば、強制代執行を視野に入れ、対応にあたるべ
きと考えるが、業者による封じ込めが為されない場合の対応方針について伺う。

・企業子宝率調査によって得た好事例や、今回のプロジェクトＷ委員会の提案を生か
し、「子育てと仕事の両立」について、特に長時間労働の是正に関しては、平成２２年
度に行った事務量調査に基づいて、これまで内部検討により事務集約化や委託化が進め
られては来たものの、いまだ成果が不十分であることから、所管の男女共同参画課とし
ては、今後どのように取り組みを進めようとするのか、見解を問う。

湖西台土地区画整理事業について
・現在の庁内検討における課題認識と、市民公聴を含む今後の検討スケジュールを伺
う。

伊香立南庄町の汚染土壌封じ込めについて ・本日現在の封じ込めに向けた進捗状況を伺う。

分割質問

分割質問

市北部の学校園の統合と分校舎化について
・３０年後とは言わず、５０年後の大津の持続的発展を見据えて、「市内学校園の機能
統合と分校舎制度の導入」に関する調査検討の端緒を越市政において開くべきと考える
が、本市の見解を伺う。

・滋賀労働局や本市地域ビジネス支援室などとの連携による情報発信が、大津市域内に
おける「非婚・晩婚化対策」を推し進める上で重要と考えるが、今後どのような情報を
どのように発信していくのかを伺う。

新しい企業立地促進法に基づく基本計画について
・当該計画で目標とした新規雇用創出件数及び「付加価値額」の根拠を年次的な計画を
含め伺う。

びわ湖大橋のあり方について
・あり方検討会議において、無料化や維持管理有料化が確定的となった際、国道４７７
号道路拡幅のための確実かつ必要十分な財源確保を文書合意事項とすべく、不退転の姿
勢で臨むべきと考えるが、本市の決意を伺う。

中小企業振興計画について
・今般 調査研究が進められている「中小企業振興計画」の策定が早期に着手されるべき
である。ついては、現在の検討の進捗状況と、再来年には次期総合計画や観光交流基本
計画が策定されることも踏まえ、今後の検討の方向性について具体的に伺う。

分割質問 次期「次世代育成支援計画」について
・第３期実行計画では、数値目標として「次世代育成支援後期行動計画における事業達
成度平均ポイント」を１００％としている。現時点での達成見込みについて伺う。

・市民への調査や、審議会設置、議会への意見照会など今後の次期計画策定に向けた予
定を伺う。


